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⑶　個別の評価に基づく構造化された指導法を用いた自閉症児支援
　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　医療福祉学専攻　修士課程　○下原　亮太
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　医療福祉学科　　小林　信篤
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　医療福祉学科　　重松　孝治

⑷　成人知的障がい者の健康診査及びアセスメントの現状
―文献的検討を踏まえて―

　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　医療福祉学専攻　博士課程　○金　　壽子
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　医療福祉学科　　武田　則昭

【要　旨】
　TEACCHは，米国ノースカロライナ州で，自閉
症児・者，その家族及び支援者に対して包括的な支
援を行っている．そのTEACCHでは，支援をする
上でアセスメントを非常に重要視している．我が国
において，構造化された指導法を用いた実践研究は
数多く行われているが，評価からどのようにして構
造化された指導法を設定したのかという部分に焦点
を当てたものはまだまだ少ない．
　本研究では，フォーマル・アセスメント（以下
PEP－3）とインフォーマル・アセスメント（以下
観察）の両方に焦点を当て，支援を個別化していく
プロセスを明らかにすることを目的とする．本発表
では，スケジュールに焦点を当てて発表する．研
究対象児は，知的障害児通園施設に通う1名の自閉
症児である．PEP－3の結果から目標・課題を設定
し，計画，実践，観察による再評価，再評価に基づ
く再構造化のプロセスを繰り返し行った．再評価の
ための記録は，研究者の作成した記録用紙を用い

【要　旨】
　背景および目的：成人知的障がい（以下「ID」
と略す）者の健康問題は2000年の世界保健機構の報
告からも世界的に注目すべき課題となっている．一
方，報告者の先行研究において，成人ID者の健康
保持・増進の図る上で現状の健康診断のあり方・方
法について各種の課題が示された．しかしながら，
報告者が渉猟した範囲では，国内文献で健康診断全
般に渡ったアセスメントツールに関する報告はな
かった．
　以上の状況を踏まえて，今回，報告者らは海外文
献による成人ID者の健康診査およびアセスメント
について文献的検討を行い，若干の知見を得たので
報告する．
対象と方法：PubMedより，キーワードを「Health	
assessment」＋「Intellectual	 disabil ity」or
「Intellectual	disabilities」とし，制限として，言語
は「English」，要約付き，データ期間は制限を付
けず最新は2009年5月までとし，文献検索した．

た．対象児のスケジュール使用についての記録を分
析し，対象児の活動から活動への移行の自立度の推
移としてまとめた．
　PEP－3の情報に基づいて，スケジュールを設定
した．スケジュールをセッション毎の対象児の使用
する様子の観察に基づいて再構造化を行い，個別化
していった．その結果，対象児は活動から活動への
移行が自立してできるようになった．
　PEP－3は，支援を開始する上でのスタートライ
ンを教えてくれ，客観的にA児の特性を知るために
有効であった．観察は，スケジュール使用場面で行
うことで，PEP－3だけでは把握しきれない個人の
障害特性を把握するために有効であった．両方のア
セスメントの情報が補完し合った結果，個人の障害
特性の理解がより深まり，より個別化した支援を行
うことができたと考える．また，評価に基づく支援
であっても，支援の見直しや手直しが必要であった
点から，構造化された指導法を行う上で，再評価や
再構造化の必要性が再確認された．

結果及び考案：検索によって211文献が該当し，
テーマ及び内容から61文献を抽出した．なお，本文
が英語でない又は歴史文献等の5文献は除き，計56
文献について検討を行った．文献の分類・整理は研
究テーマ，発行年，国，対象者，アセスメントツー
ル等に沿って行った．文献数は2005年より徐々に増
加し2008年が14件と最も多かった．国別では，英
国18件，豪州13件で，両国が主たる研究報告であっ
た．研究テーマおよびアセスメント内容は，成人
ID者に対して，包括的な健康アセスメント方法，
視覚・聴覚障害の検討，精神障害，ID者特有の有
病率，QOL，痛みの評価，提供サービスの評価，
認知症，緩和ケアや救急部門でのコミュニケーショ
ン，性犯罪等，多岐にわたっていた．結果の詳細に
ついては発表時に報告する．
　総じては，包括的なヘルスアセスメント，苦痛・
痛みの評価方法等，活用可能な項目もあったが，内
容的には日本の健康診断に適したアセスメントツー
ルを検討・工夫する必要性が示された．


